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 別紙１ 

 

海外預り金に関する事務における日銀ネット電文の送受信テストについて 

 

１．はじめに 

・ 日本銀行では、2022 年 11 月の MX 電文への移行に伴い、日銀ネット電文

の入力・設定内容を変更する予定です。その際、外国中央銀行等にかかる資

金決済取引を行うコンピュータ接続先等（注１）が、変更後の日銀ネット電文を

問題なく授受できる旨を確認していただけるよう（注２）、日銀ネット電文の送

受信テストを行うこととしております1。以下では、当該テストの詳細につい

てお知らせいたします。 

該当するコンピュータ接続先等におかれては、本資料をお読みいただき、

テストへの参加をご検討ください。なお、テストへの参加を希望される先に

対しては、別途実施手順書をお送りする予定です。 

（注１）  コンピュータ接続およびファイルアップロード・ダウンロード機能を利用す

るオンライン取引先をいいます。 

（注２）  2022 年 11 月以降においても、海外預り金に関する事務に関連する日銀ネッ

トの機能は変更ありません。 

 

２．テスト概要 

・ 2022 年 11 月以降の日銀ネット電文の設定ルールに基づき、日本銀行との

間で、日銀ネット電文（「CUSTOMER TRANSFER (DEPOSITS OF OVERSEAS 

INSTITUTIONS) 」 お よ び 「 BANK TRANSFER (DEPOSITS OF OVERSEAS 

INSTITUTIONS)」）の送受信を行います。 

 

３．テスト参加者 

・ 日銀ネット利用先のうち、テスト参加を希望する先。 

 

 

 

                                                  
1 「日本銀行が外国中央銀行等のために受入を行う預り金に関する事務におけるオンライ

ン取引先向け電文の設定内容等について」（2021 年 12 月 23 日付日銀業第 646 号）の別

紙４を参照。 
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４．テスト実施日・システム日付 

・ 以下の日付のいずれか、または両方に参加可能です。 

 

テスト実施日 システム日付 

2022 年９月 29 日（木） 

午後１時から午後４時 45 分 
2022 年５月 19 日（木） 

2022 年 10 月 13 日（木） 

午後１時から午後４時 45 分 
2022 年５月 19 日（木） 

 

５．テスト実施にかかる留意事項 

（１）テスト環境 

・ テストは日銀ネットの「定期接続試験」環境（注１）を用いて行います。なお、

テスト参加者は、通常の「定期接続試験」への参加の場合と同様に、テスト

実施前に日本銀行のコミュニケーションツールからエントリー手続きを行

う必要があります（注２）。 

（注１）  試験環境等については、日本銀行からコンピュータ接続利用先に配付して

いる「日本銀行金融ネットワークシステム コンピュータ接続 定期接続試

験実施要領」をご参照ください。 

（注２）  「定期接続試験」にコンピュータ接続で参加する場合は、日銀ネットとの

間で開発環境を保有していることが必要です。日銀ネットとの間で開発環境

を保有していないコンピュータ接続利用先や、日銀ネット端末のファイルア

ップロード・ダウンロード機能の利用先は、同試験でファイルアップロード・

ダウンロード機能による確認が可能です。この場合は、日本銀行の「ファイル

アップロード・ダウンロード機能説明書 参考 ファイルアップロード・ダウ

ンロード機能を利用する際の事前確認について Ⅲ．開発環境接続試験」をご

参照ください。なお、同資料中「２．試験日および試験項目」に記載の、メー

ルによるご連絡は不要です。 

 日銀ネットとの間で開発環境を保有しているコンピュータ接続利用先は、

コンピュータ接続およびファイルアップロード・ダウンロード機能の両形式

によるテストを同日または別日に実施可能です。 

 事前準備等については別途個別にご相談させていただく場合があります。 

・ テスト参加者は、テスト開始時刻（午後１時）までに電文送受信が可能な

環境を準備する必要があります。 

（２）日本銀行への電文送信テスト 

・ テスト参加者は、SWIFT が提供する通信サービス経由で受信した MX 電文
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（pacs.008 および pacs.009 に限ります。以下同じです。）の情報を記載2し

た「CUSTOMER TRANSFER (DEPOSITS OF OVERSEAS INSTITUTIONS)」および

「BANK TRANSFER (DEPOSITS OF OVERSEAS INSTITUTIONS)」を、日本銀行に

送信することができます。 

・ 電文の送信は、午後１時から午後４時 45 分（注）の間であればいつでも行っ

ていただいて構いません。 

 （注） 日銀ネットの定期接続試験のテスト時間帯のうち、本件対象電文の送信が可能

な時間帯。 

 

（３）日本銀行からの電文受信テスト 

・ 日本銀行は、外国中央銀行等から受信した MX 電文の情報を記載3した

「CUSTOMER TRANSFER (DEPOSITS OF OVERSEAS INSTITUTIONS)」および「BANK 

TRANSFER (DEPOSITS OF OVERSEAS INSTITUTIONS)」を、テスト参加者に送信

します。 

（４）結果確認 

・ テスト参加者には、テストの実施結果を日本銀行にご報告いただくことを

予定しています。また、日本銀行は、テスト参加者から受信した日銀ネット

電文に設定された内容を確認し、その結果をテスト参加者に対してご連絡す

ることを予定しています。詳細につきましては、後日、テスト参加者にご連

絡します。 

 

６．参加申込 

 ・ 別添フォーマットに必要事項を記入のうえ、記載の宛先に電子メールによ

り提出してください。 

  ―― 回答期限は、2022 年６月 30 日（木）です。 

以  上 

                                                  
2  記載項目については、「日本銀行が外国中央銀行等のために受入を行う預り金に関する

事務における日銀ネット電文の入力・設定内容等について」（2021 年９月 30 日付日銀

業第 506 号）の別紙２および本資料の別紙４を参照。 
3  記載項目については、「日本銀行が外国中央銀行等のために受入を行う預り金に関する

事務におけるオンライン取引先向け電文の設定内容等について（一部変更）」（2022 年

２月 28 日付日銀業第 56 号）の別紙１および別紙２ならびに本資料の別紙４を参照。 


